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開館時間

休 館 日

午 前9時30分 ～午後8時20分(た だ し、春期 ・夏期 ・冬期休 暇期間 中及び 入試期間 中

は 、開館 時間 を変更す ることが あ ります。)

日曜 日、祝 日、本学創 立記念 日(11月5日)、 入学式(4月8日)、 卒業 式(3月15日)

春 期休暇 中、夏期休暇 中、 冬期休暇 中の一定期 間(期 日については その都度掲 示 しま

す。)

図書閲覧 ・貸出手続

区分 事項 資 格 制限冊数 期 間 手 続

館

内

閲

覧

教員(専任 ・非常勤) 開架図書は制限なし

書庫内図書は1人5

冊以内

開館時から

閉館時まで

開架図書は自由に

閲覧出来ます。

書庫内図書は閲覧

票による

事 務 職 員

大学 院生 ・研 修生

学 生 ・ 聴 講 生

卒 業 生

館

外

貸

出

教 員(専 任) 1人30冊 以 内

6ヵ 月間

貸出許可証 と館外

貸出票による
教 員(非 常勤) 1人10冊 以 内

事 務 職 員 1人10冊 以 内

大 学 院 生 1人15冊 以 内
3ヵ 月間

研 修 生 1人10冊 以 内

学 生 ・ 聴 講 1人5冊 以 内 15日 間

分

置

学 部 学 科

研 究 室

事 務 系 部 課 ・

事 務 室 等

分置規定に従い館長

の認めるものに限る

1年 間 分置申請書による

書
庫
内
検
索

教 職 員

大学 院 生 ・研修 生

開館時か ら閉館30

分前まで

入庫者記録に記入

し、閲覧証 と引 き

か えに入室証を受

け取 り入庫

●図書館利用の事 でわか らないことは、図書館3F運 用課 まで お尋 ね

下 さ い。運 用 課 内線2505、2506

一17一



広 報 課 5加 盈o痂
[〉い か に図書館 サー ビス をうけ て、図書館 を う

ま く利用す るか で大学 での四年 間の生活 の姿勢

が根 本的に違 って きます。

〉学内は狭 い よ うで広 い もの です 。(何年 も勤 め

てい るのに 、知 らない所 まだ まだあ ります。)

突 然の御招待 を受け て教養部長 室 を訪問 した

のは、2月 の末 日だ ったで し ょうか。

何 をお話 ししたのか 、ほ とん ど覚 えて お りま

せ んが 、「いつ で も遊 びにい らっ しゃい。雑誌 の

事 、い ろん な事 お話 ししましょ う。色々 しゃべ

ってい る うちに、 いい知 恵が 浮ぶ ものです よ司

と、お っ しゃった先生 の言葉が 、頭 に残 ってい

ます 。お忙 しい体 と思 い、つ い伺 うのが 障か れ

てそれ以後 、部長室の扉 を叩 いたこ とは あ りま

せ んが 、近 い うちに いいお話 を伺 いたい もので

す 。

それ に して も、突然 の出会 い とい うもの は、

とて も鮮烈 で印象的 な ものです。

[〉喜 多先生 のア メ リカ留学 の話 よ り驚 いた事 。

それは1枚 の写真 で した。「何が写 って いたの?」

って、先 生の私服姿 。 スポー ツウエア の リラ ッ

クスされ た様子 が写 って いたんです。以 外な一

面 を見 た とい うよ り、何 か新 しい物 を発 見 した

ように新鮮 だ ったん です 。思 わずニ ッコ リいた

しました。

新鮮 だ と感 じれば感 じる程 、裏 がえせ ば 、大

学の先生方 の イメー ジは 、ネ クタイに スー ツ姿

とい うのが、あ た りまえとい う事 だ ったの で し

ようか 。

聞けば 、ア メ リカの大学 の先生 方は、 ジー ン

ズに シャツ とい う方 もた くさんい らっしゃるそ

うです 。

学 内の先生方に ジー ンズ。 想像 す るだけ で笑

って しまい ます。 ゴ メンナサ イ。

[〉今 日、昼休 み、梅見物 に出かけ ま した。

もう3月 半 ば 、満 開です。

紅梅 の艶やか さ、 白梅の 白 くたおや か な事 。

ち ょっ と辛辣 な、春風が吹 いて香散 見草の枝 を

揺 さ振 って います 。

しか し、 もの ともせ ず 、凛 と咲 く姿は一服の

清涼剤 を思 わせ ます。大学の東 門の塀 際に 、幾

本 とな く植 え られた香散見草 。

人が振 りか え り、香 りを求 め 目を楽 しませ る

までには 、まだほんの少 し歳 月が必要 で し ょう

が 、是非大 き く育 ってほ しい と思 い ます。

又、館報香散 見草 も

館報 の名付 親 、奈古先生 、国内留学 され ます。

広報課 もチ ョッピ リ、淋 しくな ります 。

[〉是非 、近寄 って見て下 さい。

香散 見草の ポス ター

「綺麗 で しょ う」

ポス ターの残部 、少々 ご ざい ます。6階 広 報

課 まで。 ポス ター のデザ インは、 もちろん建 築

学 科楠 田先生 です。

レ正直 いって 、館報 製造元に なる とは 、考えな

か った。文章 は 、 自分 で書 くものでは な く読 む

もの と、今 で も信 ん じて疑わ ない。のに 、締切

り 日は確実 に毎 回迫 りあたふ た とマ スメを埋 て

い る 自分 に気付 き 「こん なこ とで いいのか 」 と

いつ も疑 問 をいだ く。

最初か ら、わか ってい る事 は、いつ リタ イア

して も不思議 では ないこ とだ。

せ めて 、作家宇野千代 さんが 言 って いる、「気

持 ちの いいこ とを簡単 な言葉 で書 きな さい」 を、

モ ッ トー に、ひたす ら原稿 用紙 とのニ ラメ ッコ

が続 く。

編集後記
新入生の皆さん、入学おめでとう。各学部の専問分野の学問領域を究めんとする学生諸

君本学図書館には約85万 冊の資料を収蔵 し5万冊 を開架(自 由に取出し閲覧)そ れらの書物と

の出合 を楽 しみ4年 間の学生生活が図書館の利用を通 じて有効に役立つことを期待 します。

※香散見草の原稿募集ポスターを各学部に掲示 し、広 く教職貝、学生の皆様から図書館

に関する原稿の投稿 をお願いします。
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